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国
土
審
議
会
は
三
月
六

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済

雨
水
利
用
推
進
法
（
雨
水

法
）
は
雨
水
の
貯
留
や
水
洗

ト
イ
レ
散
水
、
清
掃
用
水
、

環
境
用
水
、
消
火
や
災
害
時

に
備
え
る
防
災
用
水
な
ど
へ

の
使
用
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
水
資
源
の
有
効
利
用

を
図
る
と
と
も
に
、
河
川
な

ど
へ
の
雨
水
の
集
中
的
な
流

出
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
同
法
に
基
づ

き
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど

は
建
築
物
を
新
設
す
る
場

産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
七

回
計
画
部
会
（
部
会
長
・
奥

野
信
宏
中
京
大
学
総
合
政
策

学
部
教
授
）
を
開
き
、
新
た

な
国
土
形
成
計
画
の
中
間
報

告
案
と
第
五
次
国
土
利
用
計

画
の
骨
子
案
を
ま
と
め
た
。

中
間
報
告
案
で
は
国
土
基
盤

合
、
あ
ら
か
じ
め
備
え
る
地

下
空
間
を
有
効
活
用
し
て
雨

水
利
用
施
設
設
置
一
○
○
％

の
達
成
を
め
ざ
す
。

ま
た
国
や
独
立
行
政
法
人

な
ど
は
国
交
省
が
定
め
た
基

本
方
針
に
基
づ
き
率
先
し
て

雨
水
利
用
を
図
り
、
地
方
公

共
団
体
や
民
間
事
業
者
へ
の

普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

基
本
方
針
は
地
方
公
共
団
体

が
都
道
府
県
方
針
や
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
市
町
村
計
画

を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
と

イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

へ
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の
育

成
を
盛
り
込
ん
だ
。
夏
頃
を

め
ど
に
最
終
報
告
を
行
う
。

中
間
報
告
案
は
①
国
土
に

係
る
状
況
の
変
化
と
国
土
づ

を
策
定
す
る
際
の
標
準
的
な

国
土
交
通
省
は
三
月
九

日
、
東
京
・
中
央
区
の
Ａ
Ｐ

東
京
八
重
洲
通
り
会
議
室
で

第
二
回
「
下
水
道
分
野
に
お

け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
５
０
０
１
適

用
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
検
討

く
り
の
目
標
②
国
土
の
基
本

構
想
③
国
土
の
基
本
構
想
実

現
の
た
め
の
具
体
的
方
向
性

―
―
の
三
章
で
構
成
。
こ
の

う
ち
具
体
的
方
向
性
で
は
国

土
基
盤
を
支
え
る
現
場
の
技

能
労
働
者
が
尊
敬
さ
れ
、
誇

り
を
持
て
る
よ
う
処
遇
改
善

指
針
と
な
る
。

基
本
方
針
の
お
も
な
内
容

を
み
る
と
、
雨
水
の
利
用
方

法
に
関
す
る
基
本
的
事
項
で

委
員
会
」
（
委
員
長
・
河
野

広
隆
京
都
大
学
経
営
管
理
大

学
院
教
授
）
を
開
き
、
昨
年

三
月
に
策
定
し
た
ユ
ー
ザ
ー

ズ
ガ
イ
ド
素
案
改
訂
版
を
見

直
し
た
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

な
ど
の
環
境
整
備
を
推
進
す

る
。
ま
た
本
格
的
な
メ
ン
テ

は
集
水
施
設
、
貯
留
施
設
、

処
理
施
設
、
給
水
施
設
な
ど

の
技
術
的
留
意
点
を
明
示
。

健
康
へ
の
悪
影
響
防
止
な
ど

の
配
慮
事
項
で
は
関
係
法
令

に
基
づ
き
利
用
用
途
・
形
態

に
応
じ
て
適
切
な
水
質
管
理

を
徹
底
す
る
。

施
策
に
関
す
る
事
項
で
は

国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の

新
築
建
築
物
に
お
け
る
雨
水

利
用
施
設
設
置
目
標
の
達
成

に
加
え
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
事
業
者
、
国
民
に
よ
る

雨
水
利
用
の
推
進
策
を
盛
り

込
ん
だ
。
具
体
的
に
は
①
雨

水
利
用
効
果
や
技
術
上
の
留

意
点
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
②
雨
水
利

用
に
関
す
る
先
導
的
取
り
組

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
資
産
管

理
）
の
導
入
に
よ
る
持
続
可

能
で
質
の
高
い
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

昨
年
一
月
に
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
対

ナ
ン
ス
時
代
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス

の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
産
業
の
育
成
に
力

を
入
れ
る
。

一
方
、
第
五
次
国
土
利
用

計
画
の
骨
子
案
で
は
国
土
利

用
の
方
向
性
と
し
て
①
適
切

な
国
土
管
理
②
自
然
環
境
と

景
観
の
保
全
・
再
生
③
安
全

・
安
心
の
実
現
―
―
な
ど
を

打
ち
出
し
た
。
新
国
土
形
成

計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て

作
成
す
る
。

み
の
収
集
・
公
表
③
雨
水
利

用
施
設
設
置
・
維
持
管
理
コ

ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
調
査

研
究
④
講
習
会
や
研
修
会
を

通
じ
た
技
術
者
・
研
究
者
の

育
成
⑤
雨
水
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
に
関
す
る
普
及
啓
発
―
―

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
調
査

研
究
で
は
設
備
・
シ
ス
テ
ム

の
規
格
の
標
準
化
や
下
水
道

に
お
け
る
雨
水
利
用
施
設
の

規
格
な
ど
が
検
討
課
題
と
な

る
。こ

の
ほ
か
雨
水
利
用
を
効

果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る

た
め
、
関
係
省
庁
等
連
絡
調

整
会
議
に
よ
る
情
報
共
有
・

意
見
交
換
な
ど
を
強
化
す
る

方
針
だ
。

象
と
し
た
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ

５
５
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
が
発

効
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

同
省
は
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド

素
案
改
訂
版
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
を

対
象
と
し
た
試
行
認
証
を
行

っ
て
き
た
。

新
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
５
０
０
１
に
基
づ

く
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
や
実

際
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
を
具
体

的
事
例
を
交
え
て
解
説
。
同

省
は
今
月
下
旬
に
東
京
と
大

阪
で
説
明
会
を
開
催
す
る
。
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奥野部会長

政
府
は
三
月
十
日
、
雨
水
利
用
推
進
法
に
基
づ
き
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
雨
水
利
用
施
設
設
置
に
関
す
る

目
標
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
最
下
階
床
下
な
ど
で
雨
水
の
一
時
的
な
貯
留
に
活
用
で
き
る
空
間
の
あ

る
新
築
建
築
物
で
雨
水
利
用
施
設
の
設
置
率
を
原
則
一
○
○
％
と
定
め
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
国
土
交
通
省
は
雨

水
利
用
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
、
雨
水
利
用
効
果
な
ど
を
明
記
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど

を
通
じ
て
全
国
の
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
に
対
す
る
波
及
を
促
進
し
て
い
く
。
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国土審計画部会が中間報告案

有識者検討委で見直し


